
甘い香りに包まれて
木積のふじ祭
　藤
ふじ

箕
み

の考案者・加納おせんの名を冠
したイベント「おせん様のふじ祭」が、
フジの見頃を迎える４月13日～５月11
日の期間、木積区で行われました。
　300本余りのフジが咲きそろい、周
囲が甘い香りに包まれた同区は、連日
多くの花見客でにぎわいました。４日
はイベント日として、フジ棚が設けら
れ花房が頭上に垂れる広場で、国指定
重要無形民俗文化財「木積の藤箕製作
技術」の実演や芸能発表などの企画が
行われ、盛り上がりを見せました。
　また、同区のフジ観賞をテーマにし
たＪＲ東日本主催の「駅からハイキン
グ」も同時期に開催され、計751人の
ハイキング客が訪れました。

　今年で第13回を迎えた匝瑳市植木まつりが、５月３日～
５日の間、生涯学習センター駐車場で開かれました。
　展示即売会と植木の出来を競う共進会を兼ねたイベント
で、会場内には鉢植木から職人仕立ての造形樹まで、大小
合わせて4,200点もの“植木のまち匝瑳”の逸品が勢ぞろい。
緑に赤、白と色とりどりの植木が、会場を訪れた多くの人
の目を楽しませていました。

　昭和時代を懐かしむイベント「昭和だよ！全員集合」が、
４月29日にそうさ記念公園で行われました。
　匝瑳市観光物産協会の主催により、昨年に続き２回目の
開催。メーン企画「そうさモータショー」では、国内外の
昭和の名車・旧車を中心に約80台が集合し、多くの自動車
愛好家らで賑わいました。また、アマチュアバンドのライ
ブ演奏が行われた他、軽食を提供する屋台などが周囲に立
ち並び、終日多くの人でにぎわいました。

フジ棚の下で行われた「木積の藤箕製作技術」の実演。多くの来場者が熟練の手さばきを食
い入るように見学していた（５月４日）

雅楽演奏の発表。この他、歌謡ショー、カラ
オケ、フラダンスも披露（５月４日）

フジと併せて多くの人が花見に訪れた圓實
寺の大ツツジ（5月４日）

同区の森川さくさんはシバザクラの広場を
整備し、来客者をもてなした（４月17日）

そうさ記念公園に昭和の名車・旧車が所狭しと並んだ

連日多くの客でにぎわった植木まつり（３日）

大小色鮮やかに勢ぞろい 憧れの名車・旧車が勢ぞろい
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境内に響く春のリズム
飯高檀林新緑祭

令和元年、新たなスタート
発明クラブ開講

　飯高寺で４月28日に行われた飯高檀林新緑祭。“春の檀林コ
ンサート”として毎年実施されており、13回目を迎えた今年は、
市内弦楽団「Ｕ

ユーフォー

ＦＯ」と、本市を拠点に活動する演奏家・近藤
剛
ごう

志
し

さんを招いて行われ、多くの来場者で客席が埋め尽くされ
ました。
　第１幕、ＵＦＯのコンサートでは、チェロやバイオリンなど
によるクラシック音楽や歌謡曲などを奏でました。続く第２幕
では、近藤さんのポップス・ジャズピアノ演奏の他、近藤さん
の長男と演奏パートナーを交えてのパーカッション演奏を披
露。新緑に包まれた境内に、音楽やリズムに合わせた手拍子の
音が響きました。
※本紙14ページで近藤さんの紹介記事を掲載。

　創作活動を通じて子どもたちの成長を目指す、八匝少年少女
発明クラブの令和元年度開講式が５月12日、野栄総合支所で行
われました。
　同クラブは、これまで八日市場イの旧施設で38年間にわたり
活動してきましたが、今年度から野栄総合支所内へと引っ越し。
小学校２年生から６年生までの20人で、年号が変わるとともに
新たな場所での活動をスタートしました。
　参加３年目の石井優一さん（豊和小学校５年）は、「初めは道
具などの場所を覚えるのが大変そうですが、明るくて、作りや
すそうです」とものづくりへの意欲を見せました。

　全国の愛宕神社の本尊で「火伏せの神」として信仰され
る勝軍地蔵を中心に描いた木版画が、富谷区（中央地区）
から匝瑳市横芝光町消防組合へ寄贈されました。
　版画は、同区内の住宅で発見された古い版木から刷られ
たもので、震災で損傷した同区・愛宕神社の石段修復工事
の完了を記念して作られました。
　寄贈式が５月13日に同組合消防本部で行われ、伊知地正
一区長が「防火のための区からの気持ちとして受け取って
ほしい」と話し、佐久間消防長に版画を手渡しました。

　「春の全国交通安全運動」の実施に合わせて、運動初日
の５月11日、関係機関や団体が集っての出動式がカインズ
スーパーセンター八日市場店で行われました。
　この日は、バレーボール元日本代表の狩野舞子さんが匝
瑳警察署の一日警察署長を務め、啓発物品の配布などを実
施。狩野さんは「安全運転を心掛け、事故が少しでもなく
なるようにしていきましょう」と来場者に呼び掛けました。

防火願い消防組合へ版画寄贈 交通安全を呼び掛け

野栄総合支所内のスペースを活用して新たに活動をスタートした
八匝少年少女発明クラブ

クラシックや歌謡曲などを
披露した弦楽団「ＵＦＯ］

近藤さんらに
よる演奏

富谷区の伊知地区長（左）から佐久間消防長へ版画が手渡された

交通安全を呼び掛ける狩野さん
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